
（④
⑭
⑩
）。
大
型
の
歴
名
木
簡
の
削
居
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態

の
完
形
の
木
簡
の
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

①
は
武
蔵
国
播
羅
郡
の
養
銭
付
札
。
∞
の
糸
君
益
人
は
約
五
年
後
の
天
平
宝

字
二
年

（七
五
人
）
に
は
従
人
位
上

。
仁
部
省
史
生
の
写
経
生
と
し
て
写
経
所

に
出
仕
し
て
い
る
。
⑩
の
中
務
栗
宮
は
、
中
務
卿
栗
栖
王
か
。

年
紀
を
有
す
る
木
簡
の
時
期
は
天
平
勝
宝
五
年
前
後
に
集
中
す
る
。
第
七
七

次
調
査
で
東
楼
の
解
体
を
天
平
勝
宝
五
年
の
前
半
に
想
定
し
た
。
今
回
の
調
査

で
天
平
勝
宝
五
年

一
一
月

（ω
）
の
削
盾
が
出
土
し
て
お
り
、
東
西
楼
は
天
平

勝
宝
五
年
頃
に
あ
い
つ
い
で
解
体
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
西
楼
か
ら
出

土
の
木
簡
は
内
容
的
に
は
雑
多
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

一
連
の
解
体
工
事
に

伴

っ
て
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
群
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
衛
門
府
関
係

の
木
簡
が
み
ら
れ
る
状
況
は
東
西
楼
出
土
木
簡
で
共
通
す
る
が
、
い
ず
れ
に
も

門
部
と
み
ら
れ
る
者
が
み
あ
た
ら
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
七

（一
一〇
〇

三
年
）
同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（馬
場
　
基
・
渡
辺
晃
宏
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅲ
の
刊
行

平
城
宮
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、　
一
九
八
六
年

の
二
冊
目
の
刊
行
以
来
待
望
久
し
い
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

今
回
は

一
九
八
六
年
の
第

一
七
二
次
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
三

一
六
次

ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器

一
〇

一
七
点
の
釈
文
を
掲
げ
、
主
要

な
も
の
の
鮮
明
な
写
真
や
実
測
図
を
収
録
す
る
。
こ
こ

一
五
年
間
の
平
城

宮
の
墨
書
土
器
の
全
貌
を
把
握
で
き
る
資
料
集
で
あ
る
。

墨
書
土
器
も
、
木
簡
と
同
様
出
土
し
た
遺
跡

・
遺
構
が
重
要
な
意
味
を

も
つ
が
、
出
土
遺
構
の
簡
潔
な
紹
介
が
付
さ
れ
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
土

器
の
器
種
や
器
形
の
凡
例
図
が
新
た
に
付
さ
れ
、
文
字
を
記
す
媒
体
と
し

て
の
上
器
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
今

回
紹
介
さ
れ
る
墨
書
土
器
の
多
く
が
出
土
し
た
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇

〇
に
つ
い
て
、
主
な
墨
書
土
器
の
出
土
地
点
図
を
掲
載
す
る
な
ど
、
細
か

な
配
慮
の
行
き
届
い
た
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
四
版
五
六
頁
、
図
版
七
二
棄
、
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行

定
価
工
○
○
○
円

（税
別
）
翁
平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅱ
も
在
庫
あ
り
）

市
販
分
の
お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

真
陽
社
　
電
話
　
〇
七
五
十
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
五
十
三

五

十
六
〇
三
四

―十
六

一
四
六




